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(57)【要約】
  ２つの骨を共に固定するための縫合ボタンが開示され 
ている。縫合ボタンを用いることで、外科医が足首の靭 
帯結合損傷を修復するなどのために縫合ボタン技術をよ 
り容易かつ効果的に実施することを可能にすることがで 
きる。第１の縫合ボタンはボタンヘッドから延びるプー 
リペグを含む。第１の縫合ボタンの設置の際にプーリペ 
グを、骨穴を用いて配置することができ、これにより、 
縫合糸を保護するのを補助することができ、生じる可能 
性がある患者の不快感を低減するのを補助することがで 
きる。第２の縫合ボタンは、第２の縫合ボタンがボタン 
挿入器具から展開される際に転回して定位置に配置され 
易くするのを補助する。提供されている第１および第２ 
の縫合ボタンの各々は、設置処置の際にそれぞれのボタ 
ンと縫合糸との間の摩擦を抑えるのを補助することがで 
きる。提供されている第１および第２の縫合ボタンを外 
科処置において共に用いてもよいし、他の適切なボタン 
またはアンカーと共に個別に用いてもよい。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全24頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 面 と 下 面 と 第 １ の 開 口 部 と を 有 す る ヘ ッ ド で あ っ て 、 前 記 第 １ の 開 口 部 は 前 記 上 面 か  
ら 前 記 下 面 ま で 前 記 ヘ ッ ド を 貫 通 し て 延 び る 、 ヘ ッ ド と 、
　 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び る プ ー リ ペ グ で あ っ て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部  
の 各 々 は 前 記 プ ー リ ペ グ と 前 記 ヘ ッ ド の 前 記 下 面 と の 間 に 第 ２ の 開 口 部 を 形 成 す る よ う に  
前 記 ヘ ッ ド の 前 記 下 面 に 接 続 さ れ る 、 プ ー リ ペ グ と
　 を 備 え る ２ つ の 骨 の 固 定 を 補 助 す る 縫 合 ボ タ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 開 口 部 の 断 面 は 円 形 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合 ボ タ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 開 口 部 の 断 面 は 錠 剤 形 状 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合 ボ タ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 開 口 部 の 前 記 錠 剤 形 状 の 断 面 は 第 ２ の 長 さ よ り も 長 い 第 １ の 長 さ を 持 ち 、 前  
記 プ ー リ ペ グ の 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 を 通 っ て 広 が る 平 面 が 前 記 第 １ の 長 さ に 実 質 的  
に 垂 直 で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 縫 合 ボ タ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 上 面 は 前 記 第 １ の 開 口 部 に つ な が る 面 取 り さ れ た 面 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合  
ボ タ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 下 面 は 前 記 第 １ の 開 口 部 に つ な が る 面 取 り さ れ た 面 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合  
ボ タ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 プ ー リ ペ グ は 前 記 第 １ の 端 部 お よ び 前 記 第 ２ の 端 部 の 各 々 の 近 傍 に あ る 少 な く と も  
１ つ の 平 坦 面 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合 ボ タ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 開 口 部 に 最 も 近 い 前 記 プ ー リ ペ グ の 前 記 第 １ の 端 部 お よ び 前 記 第 ２ の 端 部 の  
各 々 に ア ー ル が 付 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合 ボ タ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 プ ー リ ペ グ は 継 ぎ 目 の な い １ つ の 部 材 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 縫 合 ボ タ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 下 面 か ら 最 も 離 れ た 前 記 プ ー リ ペ グ の 部 分 に ア ー ル が 付 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ に 記  
載 の 縫 合 ボ タ ン 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 、
　 前 記 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー に 縫 合 糸 に よ っ て 結 合 さ れ る 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン で  
あ っ て 、 前 記 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン は 、
　 上 面 と 下 面 と 第 １ の 開 口 部 と を 有 す る ヘ ッ ド で あ っ て 、 前 記 第 １ の 開 口 部 は 前 記 上 面 か  
ら 前 記 下 面 ま で 前 記 ヘ ッ ド を 貫 通 し て 延 び る 、 ヘ ッ ド と 、
　 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び る プ ー リ ペ グ で あ っ て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部  
の 各 々 は 前 記 ヘ ッ ド の 前 記 下 面 に 接 続 さ れ て 前 記 プ ー リ ペ グ と 前 記 ヘ ッ ド の 前 記 下 面 と の  
間 に 第 ２ の 開 口 部 を 形 成 す る 、 プ ー リ ペ グ と
　 を 含 む 、 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と 、
　 前 記 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 前 記 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と を 展 開 す る ボ タ ン 挿 入  
器 具 と
　 を 備 え 、
　 前 記 縫 合 糸 の 中 央 部 分 が 前 記 第 ２ の 開 口 部 に 通 さ れ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 縫 合 糸 の 前 記 端 部 の 各 々 は 前 記 第 １ の 開 口 部 に 通 さ れ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 縫 合 糸 の 前 記 端 部 に 張 力 を か け る こ と に よ っ て 、 前 記 ボ タ ン 挿 入 器 具 か ら の 展 開 後  
に 前 記 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 前 記 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と の 間 に 張 力 が 生 じ る 、



10

20

30

40

50

JP 2023-541022 A 2023.9.27(3)

　 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 縫 合 糸 は １ つ の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 縫 合 糸 は 複 数 の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 縫 合 糸 は 調 節 可 能 な ル ー プ ま た は 調 節 不 能 な ル ー プ を 含 む 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の シ  
ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 開 口 部 の サ イ ズ が 、 前 記 第 １ の 開 口 部 を 通 る 縫 合 糸 の 複 数 の ス ト ラ ン ド が 入  
る よ う に 設 定 さ れ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 プ ー リ ペ グ は 前 記 プ ー リ ペ グ の 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 の 間 の 第 １ の 幅 を 持 ち 、 前 記  
ヘ ッ ド は 前 記 第 １ の 幅 を 超 え る 第 ２ の 幅 を 持 つ 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 プ ー リ ペ グ の 最 も 内 側 の 部 分 と 、 前 記 第 １ の 開 口 部 を 形 成 す る 前 記 ヘ ッ ド の 内 側 部  
分 と が 連 続 面 を 共 有 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 第 １ の 骨 と 第 ２ の 骨 と を 貫 通 す る 骨 穴 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 ボ タ ン 挿 入 器 具 に よ り 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー を 前 記 骨 穴 に 通 し て 挿 入 す る ス  
テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー が 前 記 骨 穴 の 向 こ う 側 か ら 出 る よ  
う に 挿 入 し 、 前 記 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー は 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン の プ ー リ ペ グ に 縫  
合 糸 に よ っ て 結 合 さ れ 、 前 記 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン は 、
　 上 面 と 下 面 と 第 １ の 開 口 部 と を 有 す る ヘ ッ ド で あ っ て 、 前 記 第 １ の 開 口 部 は 前 記 上 面 か  
ら 前 記 下 面 ま で 前 記 ヘ ッ ド を 貫 通 し て 延 び る 、 ヘ ッ ド と 、
　 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び る 前 記 プ ー リ ペ グ で あ っ て 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の  
端 部 の 各 々 は 前 記 プ ー リ ペ グ と 前 記 ヘ ッ ド の 前 記 下 面 と の 間 に 第 ２ の 開 口 部 を 形 成 す る よ  
う に 前 記 ヘ ッ ド の 前 記 下 面 に 接 続 さ れ る か こ の 下 面 と 一 体 化 さ れ て い る 、 前 記 プ ー リ ペ グ  
と
　 を 含 み 、
　 前 記 縫 合 糸 の 中 央 部 分 が 前 記 第 ２ の 開 口 部 に 通 さ れ て 配 置 さ れ 、
　 前 記 縫 合 糸 の 前 記 端 部 は 前 記 第 １ の 開 口 部 に 通 さ れ て 配 置 さ れ る 、 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 前 記 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と を 前 記 ボ タ ン 挿 入 器 具  
か ら 展 開 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー が 前 記 第 ２ の 骨 に 当 接 し 、 前 記 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン  
が 前 記 第 １ の 骨 に 当 接 す る よ う に 前 記 縫 合 糸 の 前 記 端 部 に 張 力 を か け る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 縫 合 糸 を 固 定 す る ス テ ッ プ と
　 を 備 え る ２ つ の 骨 を 相 互 に 固 定 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 プ ー リ ペ グ は 前 記 縫 合 糸 の 前 記 端 部 に 張 力 を か け た 後 に 前 記 骨 穴 内 に 配 置 さ れ る 、  
請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 張 力 が か け ら れ て 固 定 さ れ た 縫 合 糸 が 完 全 に 前 記 骨 穴 内 に あ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載  
の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 優 先 権 の 主 張
　 本 出 願 は ２ ０ ２ ０ 年 ９ 月 １ ０ 日 に 出 願 さ れ た 米 国 出 願 第 １ ７ ／ ０ １ ６ ， ８ ０ ７ 号 の 優 先  
権 と そ の 利 益 と を 主 張 す る 。 本 米 国 出 願 の 全 体 が 参 照 に よ っ て 本 明 細 書 に 援 用 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 は 概 し て 、 ２ つ の 骨 を 共 に 保 持 す る 手 術 用 手 技 に 関 す る 。 特 に 、 本 出 願 で は 、 外  
科 医 や そ の 他 一 切 の 適 切 な ヘ ル ス ケ ア 提 供 者 が 足 首 の 靭 帯 結 合 損 傷 を 修 復 す る な ど の た め  
に 縫 合 ボ タ ン 技 術 を よ り 容 易 か つ 効 果 的 に 実 施 す る こ と を 可 能 に す る 縫 合 ボ タ ン が 提 供 さ  
れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 様 々 な 事 例 に お い て 、 患 者 の 損 傷 の 回 復 を 補 助 す る た め に 第 １ の 骨 す な わ ち 近 骨 を 第 ２  
の 骨 す な わ ち 遠 骨 に 固 定 す る こ と を 要 す る 損 傷 を 患 者 が 受 け る 場 合 が あ る 。 足 首 関 節 の 損  
傷 は 、 そ の よ う な タ イ プ の 損 傷 の １ つ で あ り 得 る 。 足 首 関 節 は 、 脛 骨 と 腓 骨 の ２ つ の 骨 で  
構 成 さ れ 、 遠 位 脛 腓 靭 帯 結 合 に よ っ て 共 に 保 持 さ れ る 。 場 合 に よ っ て は 、 例 え ば 足 首 の 損  
傷 後 、 靭 帯 結 合 が 断 裂 さ れ 、 脛 骨 と 腓 骨 と の 間 に 隙 間 が 残 る 可 能 性 が あ る 。 足 首 の 不 安 定  
性 を 防 止 し 、 続 い て 変 形 性 足 関 節 症 の リ ス ク を 低 下 さ せ る た め に 、 断 裂 ま た は 不 安 定 で あ  
る こ と が 判 明 し た 場 合 に は 、 靭 帯 損 傷 を 修 復 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 骨 （ ｎ ｅ ａ ｒ   ｂ ｏ ｎ ｅ ） を 遠 骨 （ ｆ ａ ｒ   ｂ ｏ ｎ ｅ ） に 固 定 す る １ つ の 方 法 は 、 縫  
合 ボ タ ン 技 術 で あ る 。 縫 合 ボ タ ン 技 術 は 、 縫 合 糸 で 第 ２ の ボ タ ン に 結 合 さ れ た 第 １ の ボ タ  
ン を 含 む 骨 固 定 構 造 を 展 開 す る こ と を 含 む 。 縫 合 糸 は 、 近 骨 を 遠 骨 に 固 定 す る た め に 張 力  
が か け ら れ 得 る 。 例 え ば 、 靭 帯 損 傷 を 修 復 す る た め に 、 縫 合 ボ タ ン 技 術 は 、 腓 骨 （ 例 え ば  
、 近 骨 ） お よ び 脛 骨 （ 例 え ば 、 遠 骨 ） を 共 に 保 持 す る ２ つ の ボ タ ン と 、 腓 骨 お よ び 脛 骨 に  
お け る 穿 孔 さ れ た 骨 孔 を 通 し て ２ つ の ボ タ ン を 接 続 す る 縫 合 糸 と を 伴 う 。 ボ タ ン は 、 典 型  
的 に は 、 針 お よ び 引 き 抜 き 縫 合 糸 を 用 い て 、 ま た は ボ タ ン 挿 入 器 具 を 用 い て 定 位 置 に 配 置  
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 縫 合 ボ タ ン 技 術 に 用 い ら れ る 一 般 的 な ボ タ ン に は い く つ か の 欠 点 が あ る 。 近 骨  
に 圧 力 を 加 え る ボ タ ン を 用 い て 、 近 骨 ボ タ ン と 遠 骨 ボ タ ン と の 間 の 縫 合 糸 の 張 力 を 増 す た  
め に 縫 合 糸 の 端 部 を 引 っ 張 る 、 す な わ ち 縫 合 糸 の 端 部 に 張 力 を か け る こ と も 可 能 に し つ つ  
、 縫 合 糸 を く く り つ け な け れ ば な ら な い 。 縫 合 糸 を 引 っ 張 る 、 す な わ ち 縫 合 糸 に 張 力 を 及  
ぼ す の に 応 じ て 、 縫 合 糸 が ２ つ の ボ タ ン に 対 し て 必 ず 動 く 、 す な わ ち 摺 動 す る 。 し か し 、  
一 般 的 な 近 骨 ボ タ ン は 近 骨 ボ タ ン と 縫 合 糸 と の 間 に 意 図 し な い 大 き さ の 摩 擦 が 発 生 す る よ  
う に 構 成 さ れ る 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 一 般 的 な 近 骨 ボ タ ン は 、 縫 合 糸 の 別 々 の 部 分 す な わ  
ち 両 端 部 に 用 い ら れ る 複 数 の 個 別 開 口 部 を 有 す る 場 合 が あ る 。 個 別 開 口 部 に よ っ て 縫 合 糸  
の 動 き が 制 限 さ れ て 、 摩 擦 が 生 じ る お そ れ が あ る 。 他 の 事 例 で は 、 縫 合 糸 が 同 様 に 制 限 さ  
れ て 摩 擦 が 生 じ る よ う な サ イ ズ の 縫 合 糸 用 の 開 口 部 を 一 般 的 な 近 骨 ボ タ ン が 有 す る 場 合 が  
あ る 。 摩 擦 が 過 剰 に 大 き い 場 合 、 そ の た め に 縫 合 糸 に 破 損 が 生 じ る お そ れ が あ り 、 破 損 す  
る と 、 外 科 医 は 処 置 を や り 直 し た り 、 患 者 が 回 復 す る 前 に 縫 合 糸 の 機 能 が 衰 え る よ う に な  
る お そ れ が あ っ た り す る 。 摩 擦 の 大 き さ が 意 図 し な い 大 き さ で あ る と 、 外 科 医 が 処 置 を 行  
な う こ と が よ り 困 難 に な る お そ れ も あ る 。 例 え ば 、 外 科 医 が 縫 合 糸 に 張 力 を か け て い る 間  
に 縫 合 糸 が 縁 部 に 引 っ か か る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 に 加 え て 、 一 般 的 な 近 骨 ボ タ ン は 設 置 の 後 に 近 骨 か ら 意 図 し な い 分 だ け 延 び 出 す 場  
合 が あ る 。 こ れ に よ り 、 近 骨 ボ タ ン の 高 さ が 近 骨 の 高 さ と よ り 一 致 す る 場 合 よ り も 、 患 者  
の 不 快 度 が 大 き く な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 遠 骨 に 圧 力 を 加 え る の に 用 い ら れ る ボ タ ン を 、 骨 穴 を 通 し て 送 っ た 後 、 ボ タ ン が 骨 穴 を  
通 っ て 戻 っ て こ な い よ う に 調 節 す る 場 合 が あ る 。 遠 骨 ボ タ ン を 調 節 す る に は 、 ボ タ ン 挿 入  
器 具 か ら 遠 骨 ボ タ ン を 展 開 す る こ と が 必 要 で あ る 場 合 が あ り 、 展 開 に よ っ て 遠 骨 ボ タ ン の  
向 き の 変 化 が 生 じ る 。 し か し 、 一 般 的 に は 、 こ の よ う な 展 開 に は 、 挿 入 器 具 か ら 遠 骨 ボ タ  
ン を 強 引 に 離 し て 、 遠 骨 ボ タ ン に 、 そ れ （ 向 き ） を 変 え る の に 十 分 な 空 間 を 与 え る こ と が  
必 要 で あ る 場 合 が あ る 。 組 織 （ 例 え ば 皮 膚 ） に よ っ て 遠 骨 ボ タ ン が 押 さ れ 、 変 化 中 の 遠 骨  
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ボ タ ン の 向 き の 阻 害 と な る 場 合 な ど 、 い く つ か の 事 例 で は 、 空 間 の 大 き さ が 要 求 さ れ る こ  
と で 、 容 易 か つ 効 果 的 に 遠 骨 ボ タ ン を 展 開 す る こ と が 困 難 に な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 に 加 え て 、 遠 骨 ボ タ ン に よ っ て 遠 骨 ボ タ ン を 近 骨 ボ タ ン に 結 合 さ せ る 縫 合 糸 を く く  
り つ け る 。 遠 骨 ボ タ ン お よ び 近 骨 ボ タ ン を 設 置 す る た め に 縫 合 糸 に 張 力 を か け る の に 応 じ  
て 、 縫 合 糸 は 遠 骨 ボ タ ン に 対 し て 必 ず 動 く 。 一 般 的 な 遠 骨 ボ タ ン に よ っ て 一 般 的 な 遠 骨 ボ  
タ ン と 縫 合 糸 と の 間 に 所 望 の 大 き さ よ り も 大 き い 摩 擦 が 発 生 す る お そ れ が あ る 。 例 え ば 、  
多 く の 一 般 的 な 遠 骨 ボ タ ン は 縫 合 糸 が 通 っ て 動 く 少 な く と も ２ つ の 穴 を 含 み 、 各 穴 と 縫 合  
糸 と の 間 に 摩 擦 が 発 生 す る 。 少 な く と も ２ つ の 穴 を 有 す る こ の よ う な 一 般 的 な 構 成 を 用 い  
る と 、 縫 合 糸 が ボ タ ン 挿 入 器 具 に ロ ー ド さ れ た り ボ タ ン 挿 入 器 具 か ら 展 開 さ れ た り す る と  
き に 縫 合 糸 そ れ 自 体 に 巻 き つ い た り よ じ れ た り す る よ う に な る お そ れ も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 上 記 の 欠 点 を 解 決 す る 近 骨 ボ タ ン が 望 ま れ る 。 こ れ に 加 え て 、 上 記 の 欠 点  
を 解 決 す る 遠 骨 ボ タ ン が 望 ま れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 開 示 で 開 示 さ れ て い る 縫 合 ボ タ ン 、 シ ス テ ム お よ び 方 法 は 概 し て 、 ２ つ の 骨 を 共 に 保  
持 す る 手 術 手 技 に 関 す る 。 特 に 、 外 科 医 や そ の 他 一 切 の 適 切 な ヘ ル ス ケ ア 提 供 者 が 足 首 の  
靭 帯 結 合 損 傷 を 修 復 す る な ど の た め に 、 縫 合 ボ タ ン 技 術 を よ り 容 易 か つ 効 果 的 に 実 施 す る  
こ と を 可 能 に す る 縫 合 ボ タ ン が 開 示 さ れ て い る 。 近 骨 と 遠 骨 と を 固 定 す る た め に 縫 合 ボ タ  
ン 技 術 の 一 部 と し て 最 も 近 い 骨 （ 例 え ば 腓 骨 の 骨 ） と 接 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 １ の 縫 合  
ボ タ ン が 開 示 さ れ て い る 。 遠 骨 に 近 骨 を 固 定 す る た め に 縫 合 ボ タ ン 技 術 の 一 部 と し て 最 も  
遠 い 骨 （ 例 え ば 脛 骨 の 骨 ） と 接 す る よ う に 構 成 さ れ る 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン が 開 示 さ れ て い る  
。 外 科 医 が 靭 帯 結 合 損 傷 を 修 復 す る た め に 縫 合 ボ タ ン 技 術 を 実 技 す る と き に 、 提 供 さ れ て  
い る 第 １ の 縫 合 ボ タ ン と 提 供 さ れ て い る 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ  
の 代 わ り に 、 外 科 医 は 提 供 さ れ て い る 第 １ の 縫 合 ボ タ ン を 別 の 適 切 な 縫 合 ボ タ ン ま た は ア  
ン カ ー と 共 に 用 い て も よ い し 、 提 供 さ れ て い る 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン を 別 の 適 切 な 縫 合 ボ タ ン  
ま た は ア ン カ ー と 共 に 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 開 示 に わ た っ て 、 第 １ の 縫 合 ボ タ ン を 腓 骨 ボ タ ン と 呼 び 、 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン を 脛 骨 ボ  
タ ン と 呼 ぶ が 、 提 供 さ れ て い る 第 １ の 縫 合 ボ タ ン と 提 供 さ れ て い る 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と を  
、 腓 骨 お よ び 脛 骨 と は 異 な る 複 数 の 骨 を 共 に 固 定 す る の に 用 い て も よ い こ と が 当 然 分 か る  
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 開 示 に 記 載 さ れ て い る 技 術 的 特 徴 に 鑑 み て 、 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態  
様 と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ の 態 様 で は 、 ２ つ の 骨 の 固 定 を 補 助 す  
る 縫 合 ボ タ ン は ヘ ッ ド と プ ー リ ペ グ と を 含 む が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 縫 合 ボ タ ン の ヘ ッ  
ド は 、 上 面 と 、 下 面 と 、 上 面 か ら 下 面 ま で ヘ ッ ド を 貫 通 し て 延 び る 第 １ の 開 口 部 と を 含 む  
。 プ ー リ ペ グ は 第 １ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び る 。 プ ー リ ペ グ の 端 部 の 各 々 は 、 プ ー  
リ ペ グ と ヘ ッ ド の 下 面 と の 間 に 第 ２ の 開 口 部 を 形 成 す る よ う に 、 ヘ ッ ド の 下 面 に 接 続 さ れ  
る か こ の 下 面 と 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 第 １ の 態 様 ） と 組 み 合 わ せ る こ と が  
で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ２ の 態 様 で は 、 第 １ の 開 口 部 の 断 面 は 円 形 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 第 １ の 態 様 ） と 組 み 合 わ せ る こ と が  
で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ３ の 態 様 で は 、 第 １ の 開 口 部 の 断 面 は 錠 剤 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ お よ び 第 ３ の 態 様 ） と 組 み 合  
わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ４ の 態 様 で は 、 第 １ の 開 口 部 の 錠 剤 形 状 の 断 面 は 第  
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２ の 長 さ よ り も 長 い 第 １ の 長 さ を 持 ち 、 プ ー リ ペ グ の 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 を 通 っ て 広 が  
る 平 面 が 第 １ の 長 さ に 実 質 的 に 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 ４ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ５ の 態 様 で は 、 上 面 は 第 １ の 開 口 部 に つ な が る 面 取 り  
さ れ た 面 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 ５ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ６ の 態 様 で は 、 下 面 は 第 １ の 開 口 部 に つ な が る 面 取 り  
さ れ た 面 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 ６ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ７ の 態 様 で は 、 プ ー リ ペ グ は 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の  
端 部 の 各 々 の 近 傍 に あ る 少 な く と も １ つ の 平 坦 面 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 ７ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ８ の 態 様 で は 、 第 １ の 開 口 部 に 最 も 近 い プ ー リ ペ グ の  
第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 の 各 々 に ア ー ル が 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 ８ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ９ の 態 様 で は 、 プ ー リ ペ グ は 継 ぎ 目 の な い １ つ の 部 材  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 ９ の 態 様 ） と 組 み 合 わ  
せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ０ の 態 様 で は 、 下 面 か ら 最 も 離 れ た プ ー リ ペ グ の 部  
分 に ア ー ル が 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 １ ０ の 態 様 ） と 組 み 合  
わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ １ の 態 様 で は 、 シ ス テ ム は 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た  
は ア ン カ ー と 、 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー に 縫 合 糸 に よ っ て 結 合 さ れ る 第 ２ の 縫 合  
ボ タ ン と 、 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と を 展 開 す る ボ タ ン 挿 入  
器 具 と を 含 む 。 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン は ヘ ッ ド と プ ー リ ペ グ と を 含 む 。 ヘ ッ ド は 上 面 と 、 下 面  
と 、 上 面 か ら 下 面 ま で ヘ ッ ド を 貫 通 し て 延 び る 第 １ の 開 口 部 と を 有 す る 。 プ ー リ ペ グ は 第  
１ の 端 部 か ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び 、 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 の 各 々 は ヘ ッ ド の 下 面 に 接 続 さ  
れ て プ ー リ ペ グ と ヘ ッ ド の 下 面 と の 間 に 第 ２ の 開 口 部 を 形 成 す る 。 縫 合 糸 の 中 央 部 分 が 第  
２ の 開 口 部 に 通 さ れ て 配 置 さ れ 、 縫 合 糸 の 端 部 の 各 々 は 第 １ の 開 口 部 に 通 さ れ て 配 置 さ れ  
、 縫 合 糸 の 端 部 に 張 力 を か け る こ と に よ っ て 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 か ら の 展 開 後 に 第 １ の 縫 合  
ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と の 間 に 張 力 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 第 １ １ の 態 様 ） と 組 み 合 わ せ る こ と  
が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ２ の 態 様 で は 、 縫 合 糸 は １ つ の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 第 １ １ の 態 様 ） と 組 み 合 わ せ る こ と  
が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ３ の 態 様 で は 、 縫 合 糸 は 複 数 の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ １ か ら 第 １ ３ の 態 様 ） と 組 み  
合 わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ４ の 態 様 で は 、 縫 合 糸 は 調 節 可 能 な ル ー プ ま た  
は 調 節 不 能 な ル ー プ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 １ ４ の 態 様 ） と 組 み 合  
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わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ５ の 態 様 で は 、 第 １ の 開 口 部 の サ イ ズ が 、 第 １ の  
開 口 部 を 通 る 縫 合 糸 の 複 数 の ス ト ラ ン ド が 入 る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 １ ５ の 態 様 ） と 組 み 合  
わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ６ の 態 様 で は 、 プ ー リ ペ グ は プ ー リ ペ グ の 第 １ お  
よ び 第 ２ の 端 部 の 間 の 第 １ の 幅 を 持 ち 、 ヘ ッ ド は 第 １ の 幅 を 超 え る 第 ２ の 幅 を 持 つ 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 １ ６ の 態 様 ） と 組 み 合  
わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ７ の 態 様 で は 、 プ ー リ ペ グ の 最 も 内 側 の 部 分 と 、  
第 １ の 開 口 部 を 形 成 す る ヘ ッ ド の 内 側 部 分 と が 連 続 面 を 共 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ か ら 第 １ ７ の 態 様 ） と 組 み 合  
わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ８ の 態 様 で は 、 ２ つ の 骨 を 相 互 に 固 定 す る 方 法 は  
、 第 １ の 骨 と 第 ２ の 骨 と を 貫 通 す る 骨 穴 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 に よ り 第  
１ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー を 骨 穴 に 通 し て 挿 入 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 第 １ の 縫 合 ボ  
タ ン ま た は ア ン カ ー が 骨 穴 の 向 こ う 側 か ら 出 る よ う に 挿 入 す る 、 ス テ ッ プ と を 含 む 。 第 １  
の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー は 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン の プ ー リ ペ グ に 縫 合 糸 に よ っ て 結 合 さ れ  
る 。 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン は ヘ ッ ド と プ ー リ ペ グ と を 含 む 。 ヘ ッ ド は 上 面 と 、 下 面 と 、 上 面 か  
ら 下 面 ま で ヘ ッ ド を 貫 通 し て 延 び る 第 １ の 開 口 部 と を 有 す る 。 プ ー リ ペ グ は 第 １ の 端 部 か  
ら 第 ２ の 端 部 ま で 延 び 、 第 １ お よ び 第 ２ の 端 部 の 各 々 は プ ー リ ペ グ と ヘ ッ ド の 下 面 と の 間  
に 第 ２ の 開 口 部 を 形 成 す る よ う に ヘ ッ ド の 下 面 に 接 続 さ れ る か こ の 下 面 と 一 体 化 さ れ て い  
る 。 縫 合 糸 の 中 央 部 分 が 第 ２ の 開 口 部 に 通 さ れ て 配 置 さ れ 、 縫 合 糸 の 端 部 は 第 １ の 開 口 部  
に 通 さ れ て 配 置 さ れ る 。 上 記 方 法 は 、 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 第 ２ の 縫 合 ボ タ  
ン と を ボ タ ン 挿 入 器 具 か ら 展 開 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 ん で も よ い 。 第 １ の 縫 合 ボ タ ン ま  
た は ア ン カ ー が 第 ２ の 骨 に 当 接 し 、 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン が 第 １ の 骨 に 当 接 す る よ う に 縫 合 糸  
の 端 部 に 張 力 を か け て も よ い 。 そ の 後 、 縫 合 糸 を 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 第 １ ８ の 態 様 ） と 組 み 合 わ せ る こ と  
が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 １ ９ の 態 様 で は 、 プ ー リ ペ グ は 縫 合 糸 の 端 部 に 張 力 を か け た 後  
に 骨 穴 内 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 別 段 記 載 さ れ て い な い 限 り 他 の 任 意 の 態 様 （ 例 え ば 、 第 １ ８ お よ び 第 １ ９ の 態 様 ） と 組  
み 合 わ せ る こ と が で き る 本 出 願 の 開 示 の 第 ２ ０ の 態 様 で は 、 張 力 が か け ら れ て 固 定 さ れ た  
縫 合 糸 が 完 全 に 骨 穴 内 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 開 示 さ れ た 方 法 お よ び 装 置 の 追 加 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 お よ び 図 に 記  
載 さ れ 、 そ れ ら か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。 本 明 細 書 に 記 載 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 す べ て  
を 含 む も の で は な く 、 特 に 、 多 く の 追 加 の 特 徴 お よ び 利 点 が 、 図 お よ び 説 明 を 考 慮 す る と  
当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。 さ ら に 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 言 語 は 、 主 に 読 み 易 さ お よ び  
説 明 目 的 の た め に 選 択 さ れ て お り 、 本 発 明 の 主 題 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い こ と に 留  
意 さ れ た い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ Ａ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 円 形 の 開 口 部 を 有 す る ヘ ッ ド を 有 す る 腓 骨 ボ タ ン  
の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 １ Ｂ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 円 形 の 開 口 部 を 有 す る ヘ ッ ド を 有 す る 腓 骨 ボ タ ン  
の 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ Ｃ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 丸 い 端 部 を 有 す る プ ー リ ペ グ を 有 す る 腓 骨 ボ タ ン  
の 斜 視 図 を 示 す 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ Ｄ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ヘ ッ ド を 有 し 、 ヘ ッ ド の 上 面 に あ る 面 取 り さ れ た  
面 が ヘ ッ ド の 開 口 部 に つ な が る 、 腓 骨 ボ タ ン の 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ Ｅ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ヘ ッ ド を 有 し 、 ヘ ッ ド の 下 面 に あ る 面 取 り さ れ た  
面 が ヘ ッ ド の 開 口 部 に つ な が る 、 腓 骨 ボ タ ン の 斜 視 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 ２ Ａ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ア ー ル が 付 さ れ た プ ー リ ペ グ を 有 す る 腓 骨 ボ タ ン  
の 断 面 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ア ー ル が 付 さ れ た プ ー リ ペ グ を 有 す る 腓 骨 ボ タ ン  
の 断 面 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 ２ Ｃ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ア ー ル が 付 さ れ て い な い プ ー リ ペ グ を 有 す る 腓 骨  
ボ タ ン の 断 面 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 ３ Ａ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 脛 骨 ボ タ ン の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 脛 骨 ボ タ ン の 上 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 ３ Ｃ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 角 度 が 付 け ら れ た 挿 入 器 具 端 部 を 有 す る 脛 骨 ボ タ  
ン の 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ Ｄ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 別 の 角 度 が 付 け ら れ た 挿 入 器 具 端 部 を 有 す る 脛 骨  
ボ タ ン の 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 ３ Ｅ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 中 央 か ら ず ら さ れ て 配 置 さ れ た 開 口 部 を 有 す る 脛  
骨 ボ タ ン の 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 ４ Ａ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 、 縫 合 ボ タ ン お よ び 縫 合 糸 を 含 む  
シ ス テ ム の 例 の 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 、 縫 合 ボ タ ン お よ び 縫 合 糸 を 含 む  
シ ス テ ム の 別 の 例 の 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 ５ Ａ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 腓 骨 ボ タ ン が ロ ー ド さ れ て い る ボ タ ン 挿 入 器 具 装  
置 の 例 の 一 部 の 上 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 ５ Ｂ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 の 挿 入 先 端 部 の 例 の 断 面 正 面 図 を  
示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 ６ Ａ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 の 挿 入 先 端 部 に ロ ー ド さ れ て い る  
脛 骨 ボ タ ン の 斜 視 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 の 挿 入 先 端 部 に ロ ー ド さ れ て い る  
脛 骨 ボ タ ン の 斜 視 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 ６ Ｃ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 脛 骨 ボ タ ン を 展 開 し て い る 図 ６ Ｂ の ボ タ ン 挿 入 器  
具 の 斜 視 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ６ Ｄ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 脛 骨 ボ タ ン を 展 開 し て い る 図 ６ Ｂ の ボ タ ン 挿 入 器  
具 の 斜 視 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 ７ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 腓 骨 ボ タ ン と 脛 骨 ボ タ ン と が ロ ー ド さ れ 、 脛 骨 ボ タ  
ン を 骨 穴 の 向 こ う 側 に 送 る た め に 骨 穴 に 通 さ れ て 配 置 さ れ て い る ボ タ ン 挿 入 器 具 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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【 図 ８ 】 本 開 示 の １ つ の 態 様 に 係 る 、 ２ つ の 骨 を 共 に 固 定 し て い る 設 置 さ れ た 腓 骨 ボ タ ン  
お よ び 脛 骨 ボ タ ン を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 開 示 で 開 示 さ れ る 縫 合 ボ タ ン 、 シ ス テ ム お よ び 方 法 は 概 し て 、 ２ つ の 骨 を 共 に 保 持 す  
る 手 術 手 技 に 関 す る 。 特 に 、 外 科 医 や そ の 他 一 切 の 適 切 な ヘ ル ス ケ ア 提 供 者 が 足 首 の 靭 帯  
結 合 損 傷 を 修 復 す る な ど の た め に 、 縫 合 ボ タ ン 技 術 を よ り 容 易 か つ 効 果 的 に 実 施 す る こ と  
を 可 能 に す る 縫 合 ボ タ ン が 開 示 さ れ て い る 。 一 例 で は 、 外 科 医 が ボ タ ン を 展 開 す る の に ボ  
タ ン 挿 入 器 具 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 例 で は 、 本 開 示 で 開 示 さ れ て い る 第 １ の  
縫 合 ボ タ ン が 、 骨 固 定 構 造 の 一 部 と し て 近 骨 に 当 接 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 本 開 示 で 開 示  
さ れ て い る 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン が 、 近 骨 お よ び 遠 骨 に 形 成 さ れ た 骨 穴 に 通 さ れ て 送 ら れ て か  
ら 、 骨 固 定 構 造 の 一 部 と し て 遠 骨 に 当 接 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 本 開 示 に わ た っ て 、 第 １  
の 縫 合 ボ タ ン を 腓 骨 ボ タ ン と 呼 び 、 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン を 脛 骨 ボ タ ン と 呼 ぶ が 、 提 供 さ れ て  
い る 第 １ の 縫 合 ボ タ ン と 提 供 さ れ て い る 第 ２ の 縫 合 ボ タ ン と を 、 腓 骨 お よ び 脛 骨 と は 異 な  
る 任 意 の ２ つ の 骨 を 共 に 固 定 す る の に 用 い て も よ い こ と が 当 然 分 か る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 外 科 医 が 靭 帯 結 合 損 傷 を 修 復 す る な ど の た め に 縫 合 ボ タ ン 技 術 を 実 技 す る と き に 、 提 供  
さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン と 提 供 さ れ て い る 脛 骨 ボ タ ン と を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ の 代 わ  
り に 、 外 科 医 は 提 供 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン を 別 の 適 切 な 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 共 に  
用 い て も よ い し 、 提 供 さ れ て い る 脛 骨 ボ タ ン を 別 の 適 切 な 縫 合 ボ タ ン ま た は ア ン カ ー と 共  
に 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 い く つ か の 事 例 で は 、 提 供 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン 構 成 を 用 い る こ と で 、 提 供 さ れ て い る  
腓 骨 ボ タ ン に 広 い 空 間 が 含 ま れ 、 こ の 広 い 空 間 を 縫 合 糸 が 腓 骨 ボ タ ン の 金 属 部 品 に 当 た ら  
ず に 通 る こ と が で き る こ と に よ っ て 、 一 般 的 な 近 骨 ボ タ ン と 比 較 し て 、 腓 骨 ボ タ ン の 設 置  
の 際 に 腓 骨 ボ タ ン と 縫 合 糸 と の 間 の 摩 擦 が 抑 え ら れ る 。 提 供 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン は ヘ ッ  
ド と 、 ヘ ッ ド か ら 延 び る プ ー リ ペ グ と を 含 ん で も よ い 。 ヘ ッ ド は １ つ の 開 口 部 を 含 み 、 プ  
ー リ ペ グ と ヘ ッ ド と の 間 の 空 間 が 第 ２ の 開 口 部 で あ る 。 開 口 部 の 各 々 の サ イ ズ は 、 縫 合 糸  
の 複 数 の ス ト ラ ン ド が 開 口 部 を 自 由 に 通 っ て 動 く こ と が で き る よ う に 設 定 さ れ る 。 縫 合 糸  
は よ り 大 き い 空 間 を 通 っ て よ り 自 由 に 動 く こ と が で き 、 こ の 空 間 に よ り 、 縫 合 糸 の 部 分 間  
の 摩 擦 と 、 縫 合 糸 と 腓 骨 ボ タ ン と の 間 の 摩 擦 と が 抑 え ら れ る 。 提 供 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン  
は 摩 擦 を さ ら に 抑 え る よ う に 様 々 な 曲 面 や 滑 ら か な 面 や 面 取 り さ れ た 面 を さ ら に 含 ん で も  
よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 い く つ か の 事 例 で は 、 腓 骨 ボ タ ン の プ ー リ ペ グ の サ イ ズ は プ ー リ ペ グ を 骨 穴 に 挿 入 す る  
こ と が で き る よ う に 設 定 さ れ る 。 骨 穴 に プ ー リ ペ グ を 挿 入 す る こ と は 、 腓 骨 ボ タ ン が 骨 の  
表 面 に 単 に 置 か れ て い る だ け で あ る 場 合 よ り も 高 度 に 腓 骨 ボ タ ン を 定 位 置 に 係 止 す る の に  
有 用 で あ る 。 ま た 、 骨 穴 に プ ー リ ペ グ を 挿 入 す る こ と で 、 近 骨 に 対 す る 腓 骨 ボ タ ン の 起 伏  
が 一 般 的 な 近 骨 ボ タ ン よ り も な だ ら か に な る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に 加 え て 、 プ ー リ ペ  
グ が 設 置 さ れ る と 、 骨 穴 内 に 配 置 さ れ る こ と で 、 張 力 が か か っ て い る 縫 合 糸 を 、 他 の 組 織  
に 対 し て 縫 合 糸 が 多 く 露 出 す る こ と に な る 骨 表 面 上 で は な く 、 骨 の 内 部 に 留 め る こ と が 可  
能 に な る 。 し た が っ て 、 本 腓 骨 ボ タ ン を 用 い る こ と で 、 患 者 の 複 数 の 骨 の １ つ か ら 突 出 す  
る 設 置 済 み の ボ タ ン ま た は 縫 合 糸 か ら 生 じ 得 る 可 能 性 が あ る 患 者 の 刺 激 ま た は 不 快 感 を 小  
さ く す る の を 補 助 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 腓 骨 ボ タ ン を 用 い る こ と で 、 将 来 破 損 す る  
こ と が な い よ う に 張 力 が か か っ て い る 縫 合 糸 を 保 護 す る の を 補 助 す る こ と も で き る 。 こ れ  
に 加 え て 、 張 力 が か か っ て い る 縫 合 糸 を 骨 内 に 留 め て お く こ と で 、 張 力 が か か っ て い る 縫  
合 糸 を 外 科 医 が 切 断 す る お そ れ を な く し つ つ 、 縫 合 糸 の 自 由 端 を 切 断 し て そ の 高 さ を 腓 骨  
ボ タ ン の 表 面 の 高 さ に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 提 供 さ れ て い る 脛 骨 ボ タ ン 構 成 に よ り 、 一 般 的 な 遠 骨 ボ タ ン と 比 較 し て 、 脛 骨 ボ タ ン の  
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設 置 の 際 の 脛 骨 ボ タ ン と 縫 合 糸 と の 間 の 摩 擦 を 抑 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 提 供 さ れ て  
い る 脛 骨 ボ タ ン は 、 縫 合 糸 が 通 る １ つ の 大 き い 開 口 部 を 含 む 。 １ つ の 大 き い 開 口 部 に よ り  
、 縫 合 糸 に 用 い ら れ る 複 数 の 開 口 部 を 含 む 一 般 的 な ボ タ ン と 比 較 し て 、 脛 骨 ボ タ ン と 縫 合  
糸 と の 間 の 接 触 す る 可 能 性 が あ る 箇 所 の 個 数 が 減 少 す る 。 脛 骨 ボ タ ン は 摩 擦 を さ ら に 抑 え  
る よ う に 様 々 な 曲 面 や 滑 ら か な 面 や 面 取 り さ れ た 面 も 含 ん で も よ い 。 提 供 さ れ て い る 脛 骨  
ボ タ ン は 、 縫 合 糸 を ボ タ ン 挿 入 器 具 に 対 し て 一 方 の 側 の み に 導 く こ と に よ っ て 、 脛 骨 ボ タ  
ン を ボ タ ン 挿 入 器 具 に ロ ー ド し た り 脛 骨 ボ タ ン を ボ タ ン 挿 入 器 具 か ら 展 開 さ せ た り す る と  
き に 縫 合 糸 が そ れ 自 体 に 巻 き つ く の を 防 止 す る の に さ ら に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 提 供 さ れ て い る 脛 骨 ボ タ ン は 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 に ロ ー ド さ れ る と き に 回 転 し た り 側 方 に  
平 行 移 動 し た り す る こ と が 防 止 さ れ る よ う に も 構 成 さ れ て も よ い 。 提 供 さ れ て い る ボ タ ン  
挿 入 シ ス テ ム は 、 脛 骨 ボ タ ン が ボ タ ン 挿 入 器 具 か ら 展 開 さ れ る 際 に 転 回 し 易 く す る の を 補  
助 す る こ と が で き る 。 脛 骨 ボ タ ン は 、 ボ タ ン 設 置 器 具 に ロ ー ド さ れ て い る と き に 、 脛 骨 ボ  
タ ン を 第 ２ の ボ タ ン （ 例 え ば 腓 骨 ボ タ ン ） に 結 合 さ せ る 縫 合 糸 の 方 に 向 く 面 取 り さ れ た 端  
部 を 含 む 。 縫 合 糸 に よ る 張 力 に 加 え て 、 面 取 り さ れ た 端 部 が 向 い て い る 方 向 に 向 か っ て 回  
転 す る よ う に 脛 骨 ボ タ ン が 自 然 に 傾 く こ と に よ り 、 脛 骨 ボ タ ン が 当 該 方 向 に 転 回 し 易 く な  
る 。 さ ら に 、 脛 骨 ボ タ ン を 展 開 す る た め に 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 は 、 脛 骨 ボ タ ン が ロ ー ド さ れ  
た 先 端 部 か ら 脛 骨 ボ タ ン を 押 し 出 す よ う に ボ タ ン 挿 入 器 具 の 先 端 部 を 僅 か に 越 え て 延 び る  
押 出 し ロ ッ ド を 含 ん で も よ い 。 ボ タ ン 挿 入 シ ス テ ム の 転 回 容 易 化 態 様 に よ り 、 脛 骨 ボ タ ン  
が ボ タ ン 挿 入 器 具 先 端 部 の 近 傍 で 転 回 し 、 こ れ ら の 間 の 空 間 を ほ と ん ど 用 い な い こ と が 可  
能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 脛 骨 ボ タ ン が ボ タ ン 挿 入 器 具 の 方 で 転 回 す る 近 さ と 、 脛 骨 ボ タ ン が 転 回 し 易 く す る の を  
補 助 す る 態 様 と に よ り 、 脛 骨 ボ タ ン を 押 し 得 る 組 織 （ 例 え ば 皮 膚 ） に よ る 反 力 に 脛 骨 ボ タ  
ン が 打 ち 勝 つ の を 補 助 す る 強 い 転 回 力 が 発 生 す る 。 さ ら に 、 上 記 の 態 様 の 各 々 に よ り 、 脛  
骨 ボ タ ン が 目 的 の 方 向 ま た は 所 望 の 方 向 に 確 実 に そ の 向 き を 変 え る 、 す な わ ち 転 回 す る の  
を 補 助 す る こ と に よ っ て 、 少 な く と も い く つ か の 一 般 的 な ボ タ ン 挿 入 シ ス テ ム と 比 較 し て  
、 脛 骨 ボ タ ン を 展 開 す る し 易 さ を 増 す の を 補 助 す る こ と が で き る 。 図 の 以 下 の 説 明 か ら 、  
提 供 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン お よ び 提 供 さ れ て い る 脛 骨 ボ タ ン の さ ら な る 効 果 が 明 ら か に な  
る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ Ａ お よ び 図 １ Ｂ は 腓 骨 ボ タ ン の 例 １ ０ ０ Ａ の 斜 視 図 を 示 す 。 腓 骨 ボ タ ン の 例 １ ０ ０  
Ａ は ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ と 、 ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ か ら 延 び る プ ー リ ペ グ １ ０ ８ と を 含 む 。  
ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ と プ ー リ ペ グ １ ０ ８ と の 間 に は 開 口 部 １ １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ボ タ  
ン ヘ ッ ド １ ０ ２ は 上 面 １ ０ ４ と 下 面 １ １ ０ と を 含 む 。 様 々 な 態 様 で は 、 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０  
Ａ が 患 者 に 設 置 さ れ た 場 合 に 周 囲 の 組 織 に 対 す る 破 損 を 防 止 す る の を 補 助 す る よ う に 上 面  
１ ０ ４ に は ア ー ル を 付 し て も よ い 。 い く つ か の 態 様 で は 、 下 面 １ １ ０ は 図 示 さ れ て い る よ  
う に 平 坦 で あ っ て も よ い 。 ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ は 、 上 面 １ ０ ４ か ら 下 面 １ １ ０ ま で ボ タ ン  
ヘ ッ ド １ ０ ２ を 貫 通 し て 延 び る 開 口 部 １ ０ ６ も 含 む 。 開 口 部 １ ０ ６ の サ イ ズ は 、 開 口 部 １  
０ ６ を 通 っ て 動 く 縫 合 糸 の 複 数 の ス ト ラ ン ド を 開 口 部 １ ０ ６ に 入 れ る こ と が で き る よ う に  
設 定 さ れ て い る 。 い く つ か の 事 例 で は 、 開 口 部 １ ０ ６ 内 に 縫 合 糸 の 結 び 目 を 配 置 す る こ と  
が で き る よ う に 、 開 口 部 １ ０ ６ の サ イ ズ を 十 分 に 大 き く 設 定 し て も よ い 。 上 面 １ ０ ４ は 開  
口 部 １ ０ ６ に つ な が る 面 取 り さ れ た 面 １ １ ６ を 含 ん で も よ い 。 面 取 り さ れ た 面 １ １ ６ は ボ  
タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ と 、 開 口 部 １ ０ ６ を 通 っ て 動 く 縫 合 糸 と の 間 の 摩 擦 を 抑 え る の を 補 助 す  
る こ と が で き る 。 様 々 な 事 例 で は 、 開 口 部 １ ０ ６ の 断 面 が 図 示 さ れ て い る よ う に 円 形 で あ  
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 様 々 な 態 様 で は 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ は 第 １ の 端 部 １ ２ ０ か ら 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ ま で 延 び  
て い る 。 第 １ の 端 部 １ ２ ０ と 第 ２ の 端 部 １ ２ ２ と を ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ の 下 面 １ １ ０ に 接  
続 し た り 下 面 １ １ ０ と 一 体 化 し た り し て も よ い 。 い く つ か の 事 例 で は 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８  
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は そ の 端 部 １ ２ ０ お よ び １ ２ ２ の 各 々 に 平 坦 面 １ １ ８ を 含 ん で も よ い 。 平 坦 面 １ １ ８ は 開  
口 部 １ ０ ６ を 通 る 縫 合 糸 を 案 内 す る の を 補 助 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 事 例 で は 、 プ  
ー リ ペ グ １ ０ ８ は そ の 端 部 １ ２ ０ お よ び １ ２ ２ の 各 々 に 平 坦 面 １ １ ２ を 含 ん で も よ い 。 他  
の 事 例 で は 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ は そ の 端 部 １ ２ ０ お よ び １ ２ ２ の 各 々 に 、 腓 骨 ボ タ ン の 例  
１ ０ ０ Ｂ の 一 部 と し て 図 １ Ｃ に 図 示 さ れ て い る よ う な 曲 面 １ ２ ４ を 含 ん で も よ い 。 曲 面 １  
２ ４ は 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ と 、 開 口 部 １ ０ ６ に 向 か っ て 動 い て 開 口 部 １ ０ ６ を 通 っ て 動 く  
縫 合 糸 と の 間 の 摩 擦 を 抑 え る の を 補 助 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 様 々 な 事 例 で は 、 開 口 部 １ ０ ６ の 断 面 は 円 形 以 外 の 適 切 な 断 面 で あ っ て も よ い 。 例 え ば  
、 開 口 部 １ ０ ６ の 断 面 は 錠 剤 形 状 （ ｐ ｉ ｌ ｌ － ｓ ｈ ａ ｐ ｅ ｄ ） で も 、 角 が 丸 め ら れ た 矩 形  
で も 、 長 円 形 で も 、 他 の 適 切 な 形 状 で も よ い 。 図 １ Ｄ は 、 断 面 が 細 長 い 形 状 す な わ ち 錠 剤  
形 状 で あ る 開 口 部 １ ３ ０ を 有 す る ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ を 有 す る 腓 骨 ボ タ ン の 例 １ ０ ０ Ｃ を  
示 す 。 開 口 部 １ ３ ０ の 錠 剤 形 状 の 断 面 は 、 縫 合 糸 が 自 由 に 動 く た め の さ ら な る 空 間 を 提 供  
す る こ と に よ っ て 複 数 の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド の 間 の 摩 擦 お よ び ／ ま た は 複 数 の 縫 合 糸 ス ト ラ  
ン ド と ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ と の 間 の 摩 擦 を 抑 え る の を 補 助 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 １  
つ 以 上 の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド の 端 部 が 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ の 最 外 境 界 の 外 側 に そ の 他 の 部 分  
が あ る 状 態 で 開 口 部 １ ３ ０ を 通 っ て 動 く こ と が で き る 。 換 言 す る と 、 １ つ 以 上 の 縫 合 糸 ス  
ト ラ ン ド の 部 分 の 間 に 摩 擦 を 引 き 起 こ す お そ れ が あ る 中 央 に あ る 開 口 部 （ 例 え ば 開 口 部 １  
０ ６ ） に 向 か っ て １ つ 以 上 の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド の 端 部 が 内 向 き に 動 く 必 要 が な い 。 こ れ に  
加 え て 、 錠 剤 形 状 の 開 口 部 １ ３ ０ 内 に 縫 合 糸 の 結 び 目 を 配 置 す る こ と が で き る よ う に 、 錠  
剤 形 状 の 開 口 部 １ ３ ０ を 十 分 に 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 様 々 な 事 例 で は 、 錠 剤 形 状 の 開 口 部 １ ３ ０ が 図 示 さ れ て い る よ う に プ ー リ ペ グ １ ０ ８ に  
実 質 的 に 垂 直 で あ っ て も よ い 。 換 言 す る と 、 錠 剤 形 状 の 開 口 部 １ ３ ０ は 長 い 境 界 線 （ ｌ ｏ  
ｎ ｇ   ｅ ｎ ｄ ） と 短 い 境 界 線 （ ｓ ｈ ｏ ｒ ｔ   ｅ ｎ ｄ ） と を 含 み 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ の ２ つ  
の 端 部 １ ２ ０ お よ び １ ２ ２ の 中 央 の 部 分 を 通 っ て 広 が る 平 面 が 長 い 境 界 線 に 実 質 的 に 垂 直  
で あ る 。 こ の 実 質 的 に 垂 直 な 構 成 に よ り 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ の 端 部 １ ２ ０ お よ び １ ２ ２ が  
開 口 部 １ ３ ０ の 長 い 境 界 線 の 外 れ に あ る と す る 場 合 よ り も 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ の 幅 を 狭 く  
し て お く こ と が 可 能 に な る 。 幅 を 狭 く す る こ と で 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ が よ り 狭 隘 な 骨 穴 に  
嵌 入 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 様 々 な 事 例 で は 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ の 最 も 内 側 の 部 分 と ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ の 内 側 部 分  
（ 例 え ば 、 開 口 部 １ ３ ０ を 形 成 す る 部 分 ） と が 連 続 面 １ ３ ２ を 共 有 す る 。 換 言 す る と 、 開  
口 部 １ ３ ０ を 形 成 す る ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ の 内 面 が プ ー リ ペ グ １ ０ ８ 内 ま で 直 に 連 続 す る  
。 こ の こ と は 、 開 口 部 １ ３ ０ と プ ー リ ペ グ １ ０ ８ の 端 部 １ ２ ０ お よ び １ ２ ２ と の 間 に 下 面  
１ １ ０ 上 の 空 間 が 存 在 す る の と は 対 照 的 で あ る 。 開 口 部 １ ３ ０ と プ ー リ ペ グ １ ０ ８ の 端 部  
１ ２ ０ お よ び １ ２ ２ と の 間 に あ る 当 該 空 間 を 除 く こ と は 、 縫 合 糸 と 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ｃ と  
の 間 の 摩 擦 を 増 大 さ せ る お そ れ が あ る 縁 部 を 除 く の に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 い く つ か の 態 様 で は 、 提 供 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン の ボ タ ン ヘ ッ ド の 下 面 は ボ タ ン ヘ ッ ド  
の 開 口 部 に つ な が る 面 取 り さ れ た 面 を 含 ん で も よ い 。 例 え ば 、 図 １ Ｅ は 、 ボ タ ン ヘ ッ ド １  
０ ２ の 下 面 １ １ ０ が 、 開 口 部 １ ３ ０ に つ な が っ て い る 面 取 り さ れ た 面 １ ４ ０ を 含 む 腓 骨 ボ  
タ ン の 例 １ ０ ０ Ｄ を 示 す 。 面 取 り さ れ た 面 １ ４ ０ は ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ と 、 開 口 部 １ ３ ０  
を 通 っ て 動 く 縫 合 糸 と の 間 の 摩 擦 を 抑 え る の を 補 助 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ は 腓 骨 ボ タ ン の 例 １ ０ ０ Ａ の 側 面 図 を そ れ ぞ れ 示 し 、 こ れ ら は 互 い  
に 対 し て ９ ０ 度 回 転 し て い る 。 よ り 詳 細 に 後 述 さ れ る よ う に 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ は 縫 合 糸  
（ 例 え ば 、 複 数 の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド お よ び ／ ま た は １ つ の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド の 複 数 の 部 分  
） を 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 図 ２ Ｂ で は 、 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド の 両 方 の 自  
由 端 が 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ か ら 引 き 離 さ れ る と き に 、 プ ー リ ペ グ １ ０ ８ に よ っ て 縫 合 糸 ス  
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ト ラ ン ド を 固 定 す る よ う に 、 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド の 自 由 端 が 開 口 部 １ １ ４ の 一 方 の 側 か ら 入  
っ て 開 口 部 １ １ ４ の 他 方 の 側 か ら 出 る こ と が で き る 。 本 開 示 の 他 の 態 様 で は 、 プ ー リ ペ グ  
１ ０ ８ は 、 １ つ 以 上 の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド を プ ー リ ペ グ １ ０ ８ に よ っ て 固 定 す る こ と を 可 能  
に す る 、 下 面 １ １ ０ か ら 外 向 き に 延 び る 他 の 適 切 な 形 状 を と っ て も よ い 。 例 え ば 、 図 ２ Ｃ  
は プ ー リ ペ グ ２ ０ ８ を 含 む 腓 骨 ボ タ ン の 例 ２ ０ ０ を 示 す 。 プ ー リ ペ グ は 、 ク ロ ス バ ー ２ ０  
４ に よ っ て 接 続 さ れ て い る ２ つ の 脚 部 ２ ０ ２ Ａ お よ び ２ ０ ２ Ｂ を 含 む 。 い く つ か の 事 例 で  
は 、 脚 部 ２ ０ ２ Ａ ， ２ ０ ２ Ｂ お よ び ク ロ ス バ ー ２ ０ ４ は 単 一 の 一 体 部 品 で あ っ て も よ い 。  
他 の 事 例 で は 、 ク ロ ス バ ー ２ ０ ４ は 脚 部 ２ ０ ２ Ａ と 脚 部 ２ ０ ２ Ｂ と に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 腓 骨 ボ タ ン の 例 １ ０ ０ Ａ ， １ ０ ０ Ｂ ま た は １ ０ ０ Ｃ を 、 生 体 物 質 と 長 期 間 接 触 す る こ と  
が で き る あ ら ゆ る 適 切 な 医 療 グ レ ー ド 材 料 か ら 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 腓 骨 ボ タ ン １ ０  
０ Ａ ， １ ０ ０ Ｂ ま た は １ ０ ０ Ｃ を ニ チ ノ ー ル で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ３ Ａ 、 図 ３ Ｂ お よ び 図 ３ Ｃ は 脛 骨 ボ タ ン の 例 ３ ０ ０ Ａ の 斜 視 図 、 上 面 図 お よ び 側 面 図  
を そ れ ぞ れ 示 す 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ は 開 口 部 ３ ０ ８ を 有 す る 支 持 部 ３ ０ ２ を 含 む 。 支 持  
部 ３ ０ ２ は 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 設 置 の 際 に 縫 合 糸 と 支 持 部 ３ ０ ２ と の 間 の 摩 擦 を 抑 え  
る 曲 面 を 含 ん で も よ い 。 こ れ に 加 え て 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 設 置 の 間 に わ た っ て 縫 合 糸  
ス ト ラ ン ド が 動 く た め の １ つ の 開 口 部 ３ ０ ８ が 支 持 部 ３ ０ ２ に 含 ま れ る こ と で 、 異 な る 縫  
合 糸 ス ト ラ ン ド ま た は １ つ の 縫 合 糸 ス ト ラ ン ド の 異 な る 部 分 に 用 い ら れ る 複 数 の 開 口 部 を  
有 す る 一 般 的 な 縫 合 ボ タ ン と 比 較 し て 、 縫 合 糸 と 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ と の 間 の 摩 擦 を 抑 え  
る の を 補 助 す る こ と が で き る 。 ウ イ ン グ ３ ０ ４ は 支 持 部 ３ ０ ２ か ら 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の  
先 端 ３ １ ０ ま で 延 び る 。 ウ イ ン グ ３ ０ ６ は 支 持 部 ３ ０ ２ か ら 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 面 取 り  
さ れ た 端 部 ３ １ ２ ま で 延 び る 。 ウ イ ン グ ３ ０ ４ お よ び ３ ０ ６ は 支 持 部 ３ ０ ２ に 対 し て 様 々  
な 適 切 な 長 さ を 持 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 様 々 な 事 例 で は 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 展 開 さ れ る ま で ウ イ ン グ ３ ０ ６ が 摺 動 し た り 、  
そ の 他 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 先 端 部 か ら 離 れ た り し な い よ う に ボ タ ン 挿 入 器 具 先 端 部 と 係 合 す  
る よ う に ウ イ ン グ ３ ０ ６ を 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 ウ イ ン グ ３ ０ ６ は 凹 所 ３ １ ４ Ａ ， ３  
１ ４ Ｂ を 含 ん で も よ い 。 ウ イ ン グ ３ ０ ６ は 凹 所 ３ １ ４ Ａ ， ３ １ ４ Ｂ を 片 側 に 含 ん で も 両 側  
（ 例 え ば 、 図 示 さ れ て い な い 反 対 側 ） に 含 ん で も よ い 。 ウ イ ン グ ３ ０ ６ が ボ タ ン 挿 入 器 具  
先 端 部 内 で ス ラ イ ド す る と き に 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 に 対 す る 脛 骨 ボ タ ン の 側 方 の 動 き （ 例 え  
ば 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 長 軸 に 垂 直 な 動 き ） が 妨 げ ら れ る よ う に 、 ウ イ ン グ ３ ０ ６ の 凹  
所 が 設 け ら れ て い な い １ つ 以 上 の 部 分 が ボ タ ン 挿 入 器 具 先 端 部 の １ つ 以 上 の 凹 所 に 対 応 し  
て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ウ イ ン グ ３ ０ ６ の 面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ は 角 度 ３ １ ６ で 面 取 り さ れ た 面 を 含 む 。 様 々  
な 例 で は 、 角 度 ３ １ ６ は ３ ０ 度 に 等 し く て も よ い 。 他 の 例 で は 、 ウ イ ン グ ３ ０ ６ は １ ５ ～  
６ ０ 度 な ど の 別 の 適 切 な 角 度 ３ １ ６ で 面 取 り さ れ て も よ い 。 例 え ば 、 図 ３ Ｄ は ４ ５ 度 の 角  
度 ３ １ ６ で 面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ を 有 す る ウ イ ン グ ３ ０ ６ を 有 す る 脛 骨 ボ タ ン の 例 ３ ０  
０ Ｂ を 示 す 。 面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ が 本 開 示 で 開 示 さ れ て い る 脛 骨 ボ タ ン に 対 し て 奏 す  
る こ と が で き る 効 果 は 図 ６ Ａ ～ ６ Ｄ に 関 連 し て よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ３ Ａ ～ ３ Ｄ に 図 示 さ れ て い る 例 な ど の 様 々 な 例 で は 、 支 持 部 ３ ０ ２ と 、 支 持 部 ３ ０ ２  
を 貫 通 す る 開 口 部 ３ ０ ８ と を ウ イ ン グ ３ ０ ４ お よ び ３ ０ ６ と の 間 の 中 央 に 配 置 し て も よ い  
。 他 の 例 で は 、 支 持 部 ３ ０ ２ お よ び ／ ま た は 開 口 部 ３ ０ ８ を ウ イ ン グ ３ ０ ４ お よ び ３ ０ ６  
と の 間 の 中 央 か ら ず ら し て 配 置 し て も よ い 。 例 え ば 、 図 ３ Ｅ は 、 ウ イ ン グ ３ ０ ４ お よ び ３  
０ ６ の 軸 線 ３ ２ ０ か ら ず れ て い る 中 心 線 を 持 つ 支 持 部 ３ ０ ２ お よ び 開 口 部 ３ ０ ８ を 有 す る  
脛 骨 ボ タ ン の 例 ３ ０ ０ Ｃ を 示 す 。 設 置 の 際 に 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ｃ が 転 回 し て 定 位 置 に 配 置  
さ れ る こ と を 補 助 す る よ う に 、 支 持 部 ３ ０ ２ お よ び 開 口 部 ３ ０ ８ の 中 心 線 を ウ イ ン グ ３ ０  
６ の 長 い 側 （ 例 え ば 、 面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ に 起 因 し て 長 い ） の 方 に ず ら し て も よ い 。  
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こ の こ と は よ り 詳 細 に 後 述 さ れ る 。 他 の 例 で は 、 開 口 部 ３ ０ ８ が セ ン タ か ら ず れ て い る 一  
方 で 、 支 持 部 ３ ０ ２ が セ ン タ に 配 置 さ れ て も よ い 。 い く つ か の 事 例 で は 、 ウ イ ン グ ３ ０ ４  
の 長 さ と ウ イ ン グ ３ ０ ６ の 長 さ と が 等 し く な る よ う に 、 支 持 部 ３ ０ ２ お よ び 開 口 部 ３ ０ ８  
を 軸 線 ３ ２ ０ に 沿 っ て 中 央 に 配 置 し て も よ い 。 他 の 事 例 で は 、 支 持 部 ３ ０ ２ お よ び ／ ま た  
は 開 口 部 ３ ０ ８ が 軸 線 ３ ２ ０ に 沿 っ て 中 央 か ら ず れ て も よ い 。 支 持 部 ３ ０ ２ が 軸 線 ３ ２ ０  
に 沿 っ て 中 央 か ら ず れ て い る 場 合 、 ウ イ ン グ ３ ０ ４ か ウ イ ン グ ３ ０ ６ か の い ず れ か の 長 さ  
が 他 方 の 長 さ よ り も 長 く て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 脛 骨 ボ タ ン の 例 ３ ０ ０ Ａ ， ３ ０ ０ Ｂ ま た は ３ ０ ０ Ｃ を 、 生 体 物 質 と 長 期 間 接 触 す る こ と  
が で き る あ ら ゆ る 適 切 な 医 療 グ レ ー ド 材 料 か ら 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 腓 骨 ボ タ ン ３ ０  
０ Ａ ， ３ ０ ０ Ｂ ま た は ３ ０ ０ Ｃ を ニ チ ノ ー ル で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 降 の 開 示 で は 腓 骨 ボ タ ン の 例 １ ０ ０ Ａ と 脛 骨 ボ タ ン の 例 ３ ０ ０ Ａ と に つ い て 記 載 す る  
。 た だ し 、 以 降 の 開 示 を 腓 骨 ボ タ ン の 例 １ ０ ０ Ｂ お よ び １ ０ ０ Ｃ 、 脛 骨 ボ タ ン の 例 ３ ０ ０  
Ｂ お よ び ３ ０ ０ Ｃ に も 同 様 に あ て は め る こ と が で き 、 そ の 他 一 切 の 適 切 な 腓 骨 ボ タ ン お よ  
び ／ ま た は 脛 骨 ボ タ ン が 本 開 示 と 矛 盾 し な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 い く つ か の 事 例 で は 、 提 供 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び ／ ま た は 提 供 さ れ て い  
る 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 針 と 引 き 抜 き 縫 合 糸 と に よ る 手 技 と 共 に 用 い て も よ い 。 他 の 事 例  
で は 、 患 者 に 設 置 す る た め に 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び ／ ま た は 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 展  
開 す る ボ タ ン 挿 入 器 具 と 共 に 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び ／ ま た は 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 用  
い て も よ い 。 外 科 処 置 に お い て 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ を 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ と 共 に 用 い て も  
よ い 。 こ れ の 代 わ り に 、 外 科 処 置 に お い て 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ と 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ と を  
互 い に 独 立 さ せ て 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ を 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ と は  
異 な る 適 切 な ア ン カ ー や 縫 合 ボ タ ン と 共 に 用 い て も よ い 。 別 の 事 例 で は 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０  
０ Ａ を 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ と は 異 な る 適 切 な ア ン カ ー や 縫 合 ボ タ ン と 共 に 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ４ Ａ は 本 開 示 で 開 示 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び ／ ま た は 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０  
Ａ な ら び に 方 法 と 共 に 用 い る こ と が で き る ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４ ０ ０ を 示 す 。 ボ タ ン 挿 入  
器 具 の 例 ４ ０ ０ は ハ ン ド ル ４ ０ ２ 、 支 持 突 出 部 ４ ０ ４ 、 ト リ ガ ４ ０ ６ 、 シ ャ フ ト ４ １ ４ 、  
押 出 し ロ ッ ド ４ ０ ８ 、 弾 性 部 材 ４ １ ２ （ 例 え ば ば ね ） お よ び ボ タ ン 展 開 部 ４ ３ ０ を 含 ん で  
も よ い 。 ボ タ ン 展 開 部 ４ ３ ０ は 縫 合 糸 ボ ラ ー ド ４ １ ０ と ボ タ ン ポ ス ト ４ １ ６ と を 含 ん で も  
よ い 。 本 例 で は 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が シ ャ フ ト ４ １ ４ と 取 り 外 し 可 能 に 係 合 す る 。 例 え  
ば 、 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 回 転 お よ び 側 方 方 向 に 関 し て 束 縛 さ れ る よ う に 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０  
Ａ の 一 部 を 脛 骨 を シ ャ フ ト ４ １ ４ の 端 部 に あ る 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ 内 に 配 置 し て も よ い 。 こ  
れ に つ い て は 図 ６ Ａ ～ 図 ６ Ｄ に 関 連 し て よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る 。 図 示 さ れ て い る ボ タ ン 挿  
入 器 具 の 例 ４ ０ ０ の ロ ー ド 済 み の 構 成 で は 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 縫 合 糸 ４ １ ８ の 張 力 に  
よ っ て ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ の 長 軸 に 沿 っ て 定 位 置 に 固 定 す る こ と が で き る 。 い く つ か の  
例 で は 、 押 出 し ロ ッ ド ４ ０ ８ は ボ タ ン 展 開 部 ４ ３ ０ か ら シ ャ フ ト ４ １ ４ の 内 側 を 通 っ て 延  
び て 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 縫 合 糸 ４ １ ８ は 可 撓 性 の 材 料 で あ っ て も よ く 、 例 え ば 、 縫 合 糸 で あ っ て も 縫 合 糸 テ ー プ  
で あ っ て も よ い 。 い く つ か の 事 例 で は 、 縫 合 糸 ４ １ ８ は 、 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ を 脛 骨 ボ タ  
ン ３ ０ ０ Ａ に 結 合 さ せ る よ う に 配 置 さ れ る 縫 合 糸 の 単 一 の ス ト ラ ン ド で あ っ て も よ い 。 他  
の 事 例 で は 、 縫 合 糸 ４ １ ８ は 、 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ を 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ に 結 合 さ せ る よ  
う に 配 置 さ れ る 縫 合 糸 の 複 数 の ス ト ラ ン ド で あ っ て も よ い 。 少 な く と も １ つ の 事 例 で は 、  
縫 合 糸 ４ １ ８ は 調 節 可 能 な ル ー プ で あ る こ と が 可 能 で あ る し 、 調 節 不 能 な ル ー プ で あ る こ  
と も 可 能 で あ る 。 少 な く と も １ つ の 事 例 で は 、 縫 合 糸 ４ １ ８ 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ お よ び  
腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ の 組 み 合 わ せ は 調 節 可 能 な 結 び 目 の な い ボ タ ン ／ ル ー プ 構 造 で あ る こ  
と が 可 能 で あ る 。 結 び 目 の な い ボ タ ン ／ ル ー プ 構 造 は 自 縛 （ ｓ ｅ ｌ ｆ － ｌ ｏ ｃ ｋ ｉ ｎ ｇ ）  
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構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４ ０ ０ の ロ ー ド 済 み の 構 成 で は 、 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ を 縫 合 糸 ４ １  
８ の 張 力 に よ っ て ボ タ ン ポ ス ト ４ １ ６ に 寄 せ つ け て 保 持 す る こ と が で き る 。 展 開 前 に 縫 合  
糸 ４ １ ８ を 縫 合 糸 ボ ラ ー ド ４ １ ０ に 巻 く こ と が で き る 。 外 科 医 や そ の 他 一 切 の 適 切 な ヘ ル  
ス ケ ア 提 供 者 が 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 第 １ の 骨 お よ び 第 ２ の 骨 （ 例 え ば 腓 骨 お よ び 脛 骨 ）  
の ト ン ネ ル に 通 し て 挿 入 す る の に ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４ ０ ０ を 用 い る こ と が で き 、 図 示 さ  
れ て い る 矢 印 の 方 向 に ト リ ガ ４ ０ ６ を 動 か す こ と に よ っ て 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 展 開 す る  
こ と が で き る 。 ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ を 平 行 移 動 さ せ て 患 者 か ら 離 す こ と に よ っ て 腓 骨 ボ  
タ ン １ ０ ０ Ａ を 展 開 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 展 開 さ れ た 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び 脛  
骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 設 置 す る よ う に 縫 合 糸 ４ １ ８ に 張 力 を か け て 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ の 代 替 例 と し て 、 図 ４ Ｂ は 本 開 示 で 開 示 さ れ て い る 腓 骨 ボ タ ン １  
０ ０ Ａ お よ び ／ ま た は 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ な ら び に 方 法 と 共 に 用 い る こ と が で き る ボ タ ン  
挿 入 器 具 の 例 ４ ４ ０ を 示 す 。 ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４ ４ ０ は ハ ン ド ル ４ ４ ２ 、 支 持 突 出 部 ４  
４ ４ 、 ト リ ガ ４ ４ ６ 、 内 部 ロ ッ ド ５ ０ ８ （ 図 ５ ） 、 弾 性 部 材 ５ １ ２ （ 図 ５ ） 、 シ ャ フ ト ４  
５ ２ お よ び ボ タ ン 展 開 部 ５ ３ ０ （ 図 ５ ） を 含 む 。 ボ タ ン 展 開 部 ５ ３ ０ は 縫 合 糸 ボ ラ ー ド ４  
４ ８ と ボ タ ン ポ ス ト ４ ５ ０ と を 含 ん で も よ い 。 本 例 で は 、 上 述 の ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４ ０  
０ を 用 い る の と 同 じ 仕 方 や 類 似 の 仕 方 で 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が シ ャ フ ト ４ １ ４ の 挿 入 先 端  
部 ４ ３ ２ と 取 り 外 し 可 能 に 係 合 す る 。 ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４ ４ ０ は ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４  
０ ０ と 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。 使 用 者 は 図 示 さ れ て い る 矢 印 の 方 向 に ト リ ガ ４ ４ ６ を 引 く  
こ と に よ っ て ト リ ガ ４ ４ ６ を 動 か し て 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 展 開 さ せ る こ と が で き る 。 ボ  
タ ン 挿 入 器 具 ４ ４ ０ を 平 行 移 動 さ せ て 患 者 か ら 離 す こ と に よ っ て 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ を 展  
開 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ５ Ａ は ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４ ４ ０ の 一 部 の 上 面 図 を 示 す 。 腓 骨 ボ タ ン の 例 １ ０ ０ が 縫  
合 糸 ４ １ ８ の 張 力 に よ っ て ボ タ ン ポ ス ト ４ ５ ０ に 寄 せ つ け ら れ て 保 持 さ れ る 。 い く つ か の  
例 で は 、 ボ タ ン ポ ス ト ４ ５ ０ は 図 示 さ れ て い る よ う に ２ つ の 別 々 の ポ ス ト を 含 み 、 こ れ ら  
の 間 に プ ー リ ペ グ １ ０ ８ 用 い ら れ る 適 切 な 空 間 が あ る 。 こ れ に よ り 、 縫 合 糸 ４ １ ８ の 自 由  
端 が 開 口 部 １ ０ ６ を 通 し て 引 っ 張 ら れ る こ と も 可 能 に し つ つ 、 縫 合 糸 ４ １ ８ が プ ー リ ペ グ  
１ ０ ８ に よ っ て 固 定 さ れ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ５ Ｂ は ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ ま た は ４ ４ ０ の 挿 入 先 端 部 の 例 ４ ３ ２ の 断 面 正 面 図 を 示  
す 。 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ は 第 １ の 端 部 ５ ０ ４ Ａ と 第 ２ の 端 部 ５ ０ ４ Ｂ と の 間 に あ る ス リ ッ ト  
５ ０ ２ を 含 ん で も よ い 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が ス リ ッ ト ５ ０ ２ 内 に 配 置 さ れ る と 、 脛 骨 ボ  
タ ン ３ ０ ０ Ａ が そ の 長 軸 ま わ り に 回 転 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 い く つ か の 事 例 で は 、 第 １  
の 端 部 ５ ０ ４ Ａ は 凹 所 ５ ０ ６ を 含 ん で も よ い 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の ウ イ ン グ ３ ０ ６ を 挿  
入 先 端 部 ４ ３ ２ 内 に 挿 入 す る こ と が で き る よ う に 、 凹 所 ５ ０ ６ は 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 凹  
所 が 設 け ら れ て い な い 部 分 （ 例 え ば 図 ３ Ａ を 参 照 ） に 対 応 し て も よ い 。 す な わ ち 凹 所 が 設  
け ら れ て い な い 部 分 に 揃 え ら れ て も よ い 。 例 え ば 、 凹 所 ５ ０ ６ の 形 状 は 図 示 さ れ て い る よ  
う な 丸 い 断 面 、 四 角 い 断 面 や そ の 他 適 切 な 形 状 で あ っ て も よ い 。 し た が っ て 、 脛 骨 ボ タ ン  
３ ０ ０ Ａ の ウ イ ン グ ３ ０ ６ の 凹 所 が 設 け ら れ て い な い 部 分 が 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ の 凹 所 ５ ０  
６ 内 に 配 置 さ れ る こ と に よ っ て ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ ま た は ４ ４ ０ の 短 軸 に 沿 っ て 脛 骨 ボ  
タ ン ３ ０ ０ Ａ が 側 方 に 動 く こ と が 防 止 さ れ る 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の ウ イ ン グ ３ ０ ６ が 凹  
所 ３ １ ４ Ａ お よ び ３ １ ４ Ｂ を 両 側 に 含 む 事 例 で は 、 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ の 第 ２ の 端 部 ５ ０ ４  
Ｂ も 凹 所 を 含 ん で も よ い 。 こ れ に 加 え て 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が そ の 短 軸 ま わ り に 回 転 す  
る こ と が 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ の 凹 所 ５ ０ ６ に よ っ て 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ お よ び ４ ４ ０ は 、 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び ／ ま た は 脛 骨 ボ タ ン  
３ ０ ０ Ａ を 展 開 す る の に 用 い る こ と が で き る ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 に す ぎ な い こ と が 当 然 分  
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か る 。 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び ／ ま た は 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 展 開 す る の に 、 本 記 載 で  
説 明 さ れ て い る よ う な 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び ／ ま た は 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 効 果 と 矛  
盾 し な い あ ら ゆ る 適 切 な ボ タ ン 挿 入 器 具 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ は ボ タ ン 挿 入 器 具 （ 例 え ば ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ ） の 挿 入 先 端 部 ４  
３ ２ 内 に ロ ー ド さ れ た 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 互 換 構 成 の 斜 視 側 面 図 を 示 す 。 図 ６ Ａ に 示 さ  
れ て い る 構 成 ６ ０ ０ Ａ で は 、 面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ が 第 １ の 方 向 （ 例 え ば ペ ー ジ の 上 の  
方 ） に 向 く 状 態 に な る よ う に 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ 内 に あ る 状 態 で 配 置  
さ れ て い る 。 図 ６ Ｂ に 示 さ れ て い る 構 成 ６ ０ ０ Ｂ で は 、 面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ が 第 １ の  
方 向 （ 例 え ば ペ ー ジ の 下 の 方 ） の 反 対 方 向 に 向 く 状 態 に な る よ う に 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が  
挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 構 成 ６ ０ ０ Ａ お よ び ６ ０ ０ Ｂ の 各 々 で は 、 面 取 り  
さ れ た 端 部 ３ １ ２ が 縫 合 糸 ４ １ ８ の 方 に 向 い て い る 。 面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ が 縫 合 糸 ４  
１ ８ の 方 に 向 く こ と で 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 展 開 さ れ た 後 に 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 所 望  
の 方 向 に 転 回 し て 定 位 置 に 配 置 さ れ 易 く す る こ と が 補 助 さ れ る 。 例 え ば 、 構 成 ６ ０ ０ Ａ で  
は 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 展 開 さ れ る と 、 矢 印 ６ ０ ２ の 方 向 に 転 回 す る 。 こ れ と は 逆 に 、  
構 成 ６ ０ ０ Ｂ で は 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 展 開 さ れ る と 、 矢 印 ６ ０ ４ の 方 向 に 転 回 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 構 成 ６ ０ ０ Ａ か 構 成 ６ ０ ０ Ｂ か の い ず れ か で は 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 構 成 に よ り 、 縫  
合 糸 ４ １ ８ が 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ お よ び ボ タ ン 挿 入 器 具 シ ャ フ ト の 側 部 の 方 に あ る こ と が 可  
能 に な り 、 縫 合 糸 ４ １ ８ が ボ タ ン 挿 入 器 具 シ ャ フ ト や 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ そ の も の に 巻 き  
つ か な い 。 こ れ に 加 え て 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 完 全 に 挿 入 さ れ た と き に 脛 骨 ボ タ ン ３ ０  
０ Ａ と 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ と の 間 に 隙 間 ６ ０ ６ が 残 る よ う に 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ お よ び 挿 入  
先 端 部 ４ ３ ２ を 構 成 し て も よ い 。 隙 間 ６ ０ ６ は 放 射 線 を 透 過 し 、 し た が っ て 、 Ｘ 線 で の 可  
視 化 が 可 能 で あ る 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 展 開 す る 前 に ボ タ ン 挿 入 器 具 を ど の 程 度 挿 入 し  
な け れ ば な ら な い の か を 外 科 医 が 差 配 す る の を 隙 間 ６ ０ ６ に よ っ て 補 助 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ６ Ｃ お よ び 図 ６ Ｄ は 展 開 さ れ る 際 に 転 回 し て 定 位 置 に 配 置 さ れ る 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ  
の 例 を 示 す た め の 構 成 ６ ０ ０ Ｂ を さ ら に 示 す 。 図 ６ Ｃ は ボ タ ン 挿 入 器 具 の 例 ４ ０ ０ の 押 出  
し ロ ッ ド ４ ０ ８ が 平 行 移 動 し て 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ か ら 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 押 し 出 す こ と  
を 示 す 。 例 え ば 、 ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ の ト リ ガ ４ ０ ６ を 動 か す こ と で 、 押 出 し ロ ッ ド ４  
０ ８ を 平 行 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 様 々 な 事 例 で は 、 ト リ ガ ４ ０ ６ を 押 し 切 る と 、 押 出  
し ロ ッ ド ４ ０ ８ が 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ の 端 面 を 越 え て 延 び る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 脛 骨  
ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ か ら 完 全 に 分 離 さ れ て 、 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ か ら 完  
全 に 押 し 出 さ れ る こ と を 確 実 に 行 な う の を 補 助 す る こ と が で き る 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の  
設 置 に 組 織 （ 例 え ば 皮 膚 ） を 押 す こ と が 必 要 で あ る 場 合 に 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が ボ タ ン  
挿 入 器 具 ４ ０ ０ か ら 完 全 に 分 離 さ れ る こ と を 確 実 に 行 な う こ と で 、 よ り 容 易 な 展 開 を 可 能  
に す る こ と が で き る 。 こ れ に 加 え て 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ に 当 接 す る 押 出 し ロ ッ ド ４ ０ ８  
の 端 面 が 面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ の 最 も 近 い 部 分 に だ け 当 接 す る よ う に 、 当 該 端 面 が 図 示  
の よ う に 平 坦 で あ っ て も よ い 。 押 出 し ロ ッ ド ４ ０ ８ の 平 坦 な 端 面 と 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の  
面 取 り さ れ た 端 部 ３ １ ２ と の 間 に 空 間 が あ る こ と で 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 回 転 す な わ ち  
転 回 す る た め の 空 間 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ か ら 完 全 に 押 し 出 さ れ る と 、 縫 合 糸 ４ １ ８ の 張  
力 に よ っ て 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 縫 合 糸 ４ １ ８ の 側 に （ 例 え ば 、 矢 印 ６ ０ ４ の 方 向 に ） 転  
回 す る よ う に な る 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ の 面 取 り さ れ た 面 ３ １ ２ と 、 押 出 し ロ ッ ド ４ ０ ８  
と 面 取 り さ れ た 面 ３ １ ２ と の 当 接 が 最 小 で あ る こ と と は 、 縫 合 糸 ４ １ ８ の 側 の 方 に 脛 骨 ボ  
タ ン ３ ０ ０ Ａ を 転 回 し 易 く す る こ と に 有 用 で あ る 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 所 望 の 方 向 ま た  
は 目 的 の 方 向 に 転 回 し 易 く す る こ と で 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 意 図 し な い 方 向 に 転 回 す る  
こ と （ こ れ に よ っ て 、 縫 合 糸 ４ １ ８ が 絡 ま っ た り 挟 ま っ た 状 態 に な っ た り す る こ と を 引 き  
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起 こ す 可 能 性 が あ る お そ れ が あ る ） に よ っ て 生 じ る お そ れ が あ る 外 科 処 置 中 の 煩 雑 さ を 低  
減 す る の を 補 助 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 開 示 の 提 供 さ れ て い る 転 回 容 易 化 に よ り 、 脛  
骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 挿 入 先 端 部 ４ ３ ２ の き わ め て 近 く で 転 回 す る こ と が 可 能 に な り 、 こ れ  
に よ り 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 展 開 す る し 易 さ を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 図 ６ Ｄ は 転 回  
さ れ た 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 説 明 さ れ て い る よ う に 、 ２ つ の 骨 を 共 に 固 定 す る の に 縫 合 糸 － ボ タ ン 手 技 の 一 部 と し て  
腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ と 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ と を 利 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 足 首 靭 帯  
結 合 修 復 方 法 （ 足 首 骨 折 の 有 無 に か か わ ら な い ） は 患 者 の 腓 骨 と 脛 骨 を 貫 通 す る 骨 穴 の 穿  
孔 を 含 ん で も よ い 。 ボ タ ン 挿 入 器 具 （ 例 え ば ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ ） に 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０  
Ａ と 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ と を ロ ー ド す る こ と が で き る 。 外 科 医 は ボ タ ン 挿 入 器 具 に よ り 脛  
骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 骨 穴 を 通 し て 送 る こ と が で き る 。 図 ７ は ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ に よ り  
腓 骨 の 骨 ７ ０ ２ お よ び 脛 骨 の 骨 ７ ０ ４ の 骨 穴 ７ ０ ６ に 通 さ れ て 送 ら れ る 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０  
Ａ を 示 す 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ を 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ に 縫 合 糸 ４ １ ８ に よ っ て 結 合 さ せ る  
。 そ の 後 、 外 科 医 が ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ の ト リ ガ ４ ０ ６ を 動 か し て か ら 、 ボ タ ン 挿 入 器  
具 ４ ０ ０ を 平 行 移 動 さ せ て 患 者 か ら 離 す な ど に よ っ て 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ と 腓 骨 ボ タ ン  
１ ０ ０ Ａ と を 展 開 す る こ と が で き る 。 い く つ か の 事 例 で は 、 ま ず 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 展  
開 し て も よ く 、 そ の 後 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ が 所 定 の 位 置 に 位 置 し た 後 に 腓 骨 ボ タ ン １ ０  
０ Ａ を 展 開 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 展 開 さ れ る と 、 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ は 上 述 さ れ て い る よ う に 転 回 し て 脛 骨 の 骨 ７ ０ ４ の  
表 面 に 当 接 す る 。 外 科 医 は 骨 穴 ７ ０ ６ か ら ボ タ ン 挿 入 器 具 ４ ０ ０ を 抜 く こ と が で き る 。 外  
科 医 は 縫 合 糸 ４ １ ８ に 張 力 を か け て （ 例 え ば 、 調 節 可 能 構 造 を 締 め つ け る ） 、 腓 骨 ボ タ ン  
１ ０ ０ Ａ を 位 置 決 め し 、 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ を 腓 骨 の 骨 ７ ０ ２ の 外 側 面 に 寄 せ つ け て 固 定  
す る こ と が で き る 。 脛 骨 ボ タ ン ３ ０ ０ Ａ お よ び 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ が 所 定 の 位 置 に 位 置 し  
た 後 、 縫 合 糸 ４ １ ８ を 結 び 目 に よ っ て 固 定 し た り 、 結 び 目 の な い ボ タ ン － ル ー プ 構 造 を 介  
し て 固 定 し た り す る な ど す る こ と が で き る 。 縫 合 糸 ４ １ ８ の 自 由 端 を 切 り 落 と し て 余 計 な  
物 を 取 り 除 く こ と が で き る 。 図 ８ は 設 置 さ れ た 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ お よ び 脛 骨 ボ タ ン ３ ０  
０ Ａ が 縫 合 糸 ４ １ ８ に よ っ て 結 合 さ れ 、 脛 骨 の 骨 ７ ０ ４ に 腓 骨 の 骨 ７ ０ ２ を 固 定 し て い る  
様 子 を 示 す 。 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ の プ ー リ ペ グ １ ０ ８ が 完 全 に 骨 穴 ７ ０ ６ 内 に あ り 、 こ れ  
に よ り 、 腓 骨 の 骨 ７ ０ ２ の 表 面 か ら は 腓 骨 ボ タ ン １ ０ ０ Ａ の ボ タ ン ヘ ッ ド １ ０ ２ し か 突 出  
し な い こ と が 可 能 に な る 。 い く つ か の 事 例 で は 、 縫 合 糸 ４ １ ８ の 結 び 目 を 腓 骨 ボ タ ン １ ０  
０ Ａ の 開 口 部 １ ０ ６ 内 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 例 お よ び 実 施 形 態 は 、 単 な る 例 示 と し て 解 釈 さ れ る べ き で あ り 、  
決 し て 本 開 示 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。 説 明 し た 基 本 原 理 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、  
上 述 の 実 施 形 態 の 詳 細 に 変 更 を 加 え る こ と が で き る こ と は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 。  
換 言 す れ ば 、 上 記 の 説 明 で 具 体 的 に 開 示 さ れ た 実 施 形 態 の 様 々 な 修 正 お よ び 改 善 は 、 添 付  
の 特 許 請 求 の 範 囲 内 に あ る 。 例 え ば 、 記 載 さ れ た 様 々 な 実 施 形 態 の 特 徴 の 任 意 の 適 切 な 組  
み 合 わ せ が 企 図 さ れ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】

【 図 １ Ｃ 】 【 図 １ Ｄ 】
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【 図 １ Ｅ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】 【 図 ３ Ｄ 】
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【 図 ３ Ｅ 】 【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】 【 図 ５ Ａ 】
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【 図 ５ Ｂ 】 【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ６ Ｃ 】
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【 図 ６ Ｄ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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